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雑 報

聯ヘリウムが言論ζさ鵡鷺186S年
にノーマン・ロキアが太陽紅焔中1こ養見L7こ

へ可ウム瓦斯ば、1896年ラムセイによって吾

が地球上の点る蹟石中にも認められ、最：近に

lt天然ガス中にも之れが含まれろこtが知れ
て來　o　しかし、ヘリウムばイヒ學的に＝ゴ塾常に

不漏出なかフで、叉、非常に攣形しにくく、

1908年：に至って始めて低濫物理學の大家Kナ

ンネスtオランダ國ライデン大學二二で、今

年初逝去）がヘリウムか液禮にするこミが出

二六。術一歩進んで之れた固｛禮にすろこ電々

ナンネス敏授ltM・究し7：カ㌔死に至ろまで其

れば不成功であっずこ。此の研究に同大學のケ

ーソム（Kees・1血）敏授が績いv（やったが、羅

欝温度一渡以下の極低温に於いてもヘリウム

に依然沸して液盤であっナこ。しかるに去ろ六

月二十五臥ケーソムiEi・（／液禮へ、けムか鋼

鐵の管の中で百五十氣塵の塵誠心羅樹温度四

度の低温に冷却し7こ定き、こSに始めてヘリ

ウムに固睡ミなったtいふ。其：ののち、同氏

に又、ガラス管の中で、置iカニ十八氣塵、氣

温一度雫（紹饗温度）の下にヘリウムた中盤化

するこ定にも成功し7こ。

鱒愈瑠あが財産の反射望遠鋤！
京都大學の中村要氏が今春以來着手Sられずこ

反射鏡面の製作ば其の後急遽に進み、目下ば

氏ば第十何番目の15センチ鏡な磨いてゐられ

る　叉、氏の監督の下に京都の西村製作所ば

適當な鏡筒及び三脚皇か製造するこ霊亡なり

勿論中村鏡た附じて、既に二二の完全な望：遽

鏡力㌔一ば横濱へ、又一つ（t大阪へ二二ぜら

れすご。第三蔓のものii［八月末に山口縣徳山で

十月中頃に匡京都で展tw－ctられる筈。（廣四五

二見よ）

轡ヲルフア教授の定年解職エ893年
以來、スヰス國チウ、1ヒ大學天心君長tして

先代のチ，レフ教授のあミ為平ぎ、太陽黒黙の

蓮績観測をやってゐナこAチ，レフア二二li　tS去

る三月一二十一Ei准・以って、定年により、融職

し、其のあ亡なプルソナー（W．Brunwer）氏が

縫ぐこ亡εなつ7：0故に今後i乱国の太陽黒

黙の相i封数も託のプルンナア氏の名で獲ii蔓ぜ

られる筈である。（天界第62號第114頁滲照）

磯スコブイルド馬の太陽紅魑観測
　紳戸の並倉々員Rスwフわレド氏が1920年
戸戸其の自宅に天文墓な作って21センチ級の

反射鏡により火星なごめ1甥測たやってゐられ

るこt口：既に外國にまでも知れわf：ってみる

こ虐であるカ㌔氏［it近頃又、太陽の紅焔の心

身観測為始められナこ○尤も、氏が太陽紅二心．

．見ずこいtの希望為持六れプこのば1922年頃から

であって、種々苦心の末、遂に英國のアダム
ヒルガ＿（Adam　Hilger）忌詞から紅帰観測用

の分光器た購入され、1924年頃から始めて、

いろいろ定経i瞼たつまれ，ずこ。そして愈々本年

四月からit其の毎口の魏測結果為本會凝測部

｛こ報告Nられ、毎月一回つつプレテン誌上に

之れが獲表されるこミ書なつカ。即ち

　1926年四月分（t

　同　　五月分lt

　「同　　六，月分it

　同　　七月分it

　同　　八月分に

にある。こ

プレ’テン第76號に
匡f］　　　　　第80號iこ

同　　　第82號に

同　　　第83號に
1司　　　　　第86量雍【二

　　　　　うして將來永く纏績されるS．三
澤氏の観測の如く、太陽活：功のカめに貴重な

結果が學界に興へられるこrtになろであら
う。（氏の観測の精しい事情慧追って稿な改め

て1記すこ亡sすろ。）

　スコフイルド氏の観測に促がされ、又、最

近ヒルガー會祇の特漉品賢却の廣告の概か見

て、京都大面の山本傅士は同會証製の紅焔分

光器為二つ註文ぜられすこ。之れ匡七月にロン

ドンから荷が積み出されブこ筈であるから、九

月申1：は着く7こらう。そうするsza韮しの二つ

の分光　に、一つば九州あカりに、他の一つ

ば北海遭あすこりに迭られて、多分本心員の中

の熱心家［：よって使用ぜられるであらう。そ

して、京都大學の大型分権爲密儀S、前記ス

＝ブイルド氏の器械ビ、四つが相互に協力し

て、太陽紅焔の観測が盛んに行通れるであら

う。因みに、太陽紅焔に黒鴨よりも一二急激

に二四すろものであって、此の観測は非常［：

大切なものであるが、現今ば此の方恵の眼硯

観測の中央局がイタリア國のブイレンチエ天

X．壷1：あり、叉、爲眞的にはヰルソン山、ヤ

1キPtス、トートサ、コダイカナ’レ等の諸天

丈藁で槻測されてるろo


